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所要

時間

～ 3

～ 8

～ 30

～ 45

～ 225

～ 5

～ 32

～

～ 25

～ 80

～ 5

～ 5

～ 10

～ 5

～ 10

～ 5

～ 10

～ 5

～ 10

～ 5

～ 10

～ 5

～ 20

時 間 プロ グラ ム 担 当

14:45

14:50

15:05

14:45

14:55

１ 、 オリ エンテーショ ン

 ①会場の利用について ②出席者の紹介 ②プロ グラ ム 説明

２ 、 開会あいさ つ9:38

9:38

9:45

10:15

11:00

9:45

10:15

11:00

14:4514:20

・ グループワ ーク の進め方の説明（ 質問、 資料作成、 休憩）

３ 、 研修生のご紹介

Aチーム

各チーム

各チーム

14:2014:20

・ 質問（ A⇒B⇒C⇒Dチームの順で各8分） ）11:3711:05

・ ワ ーク シート の作成

・ お昼（ 好き な時間にお召し 上がり く ださ い）
14:2011:37 ～ 173

事務局

新垣代表理事

11:00

9:359:30 ～ 5

9:35

15:10

15:20

15:25

15:05

15:10

15:50 15:55

15:55 16:05

15:35 15:40

15:40 15:50

15:20

事務局

・ 質疑応答（ Bチームから ）

・ Bチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

・ 質疑応答（ Aチームから ）

・ 講評（ A及びBチームプレ ゼンの評価）

・ Cチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

・ 質疑応答（ Dチームから ）

・ Dチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

６ 、 グループワ ーク

４ 、 講義「 改善事項の推進について」 雨宮理事

小橋川氏・ 国吉氏５ 、 第１ 回テーマ「 コ ンテナGPS の効率管理」

ワ ーク シート 提出時間 ※14： 20

・ 作戦タ イ ム（ 質疑応答およ びプレ ゼン対応）

休 憩（ 10分間）

Dチーム

Cチーム

Bチーム

14:45

事務局

各チーム

７ 、 プレ ゼンテーショ ン

・ 講評（ C及びDチームプレ ゼンの評価）

８ 、 総評及び総括

宮城理事

宮城理事

雨宮理事

・ ルール説明（ A vs B、 C vs D）

・ Aチームプレ ゼンテーショ ン（ 5分）

事務局

16:05

14:50

14:55

・ 質疑応答（ Cチームから ）

16:10 16:30

16:05 16:10

11:05

15:3515:25

プログラム 



 

 

 

日 時

会 場

研修目的

講 師

大城　寿樹

課長補佐 白石　善秀

課長補佐 知念　桂一郎

知花　音和

入稲福　歩

係長 外間　充

係長 安谷屋　大志

課長 城間　大輔

参与 飯野　恵

屋比久　光

室長 仲里　司

部長 兼城　忍

主任 与那原　陽子

新垣　颯

主任 郭　施昱

下地　静香

研修テーマ

2023年度 第二期第１回ロジスティクス人材育成研修　活動報告書
２０２４年１月３１日（水）　09:30 -16:30

アイム・ユニバースてだこホール　マルチメディア室　（浦添市仲間１丁目9-3）

県内ロジスティクス業界の次世代を担うリーダーの育成

琉通ロジスティクス総合研究所 理事　雨宮 路夫（あめみや みちお）　

令和５年度沖縄物流デジタル技術活用推進事業実施内容『コンテナGPS効率管理について』

琉球物流運輸株式会社
常務取締役 友寄　正巳

総務部　課長補佐 大嶺　真彦
営業統括本部
シニアプロフェッショナル 遊動　茂

４名１チームによるグループワーク（１６５分）、プレゼンテーション（各チーム５分）

沖縄における物流の課題がテーマ。現在実施中の事業について、課題の改善策をチームで

議論し、提案をまとめる。企画案のプレゼンテーションを行うことにより主張する力を養う。

研修内容

研修ポイント

研修テーマ聴講（４５分）、事業担当者へ質疑応答（８分）、

営業部

物流センター事業部

ソリューション営業部

営業部

営業部

第一営業部

倉庫部

SCM部

営業部

運輸部

営業部

営業部

営業グループ

生鮮営業部

国際物流部

営業部

NECソリューションイノベータ

受講者
１１企業
１６名
（敬称略）

琉球物流株式会社

南西海運株式会社

株式会社沖縄経営システム

株式会社トーヨーカネツ

琉球通運株式会社

株式会社産経運輸

マルエー物流株式会社

琉球通運航空株式会社

琉球倉庫運輸株式会社

琉球物流運輸株式会社

オリオンビール株式会社

新事業推進室 澤田　正幸

営業統括本部
九州営業部マネージャー 石川　幸治

沖縄支社　主任 国吉　慎司

監査 砂川　孝史

琉通ロジスティクス総合研究所理事　３名　

聴講者
５社８名

代表理事 新垣　直人

理事 宮城　聡

今井商品開発研究所 沖縄エリア事務局長 今井　滋夫

那覇地域貨物運送協同組合 事務局 仲宗根　睦

トヨタコネクティッド株式会社

活動報告



 

 

 

皆様おはよ う ございま す。琉通ロ ジス ティ ク ス 総合研究所は昨年８

月に設立さ れ、 第一期人材育成研修（ 5 社 16 名） は昨年の 10、 11、

12 月に実施いたし ま し た。 研修後は懇親会も 開催し 横のつながり

と し てネッ ト ワ ーク の構築を強調し ていく 目的があり ま す。今回は

第二期の人材育成で 11 社 16 名ご参加いただいており ま す。総研に

対し 企業様のご理解と ご尽力のおかげと 感謝し ており ま す。  

皆様におかれま し ては十二分にネッ ト ワ ーク を広げていただき 、座

学でロ ジス ティ ク スを学んでいただき 、良い物は真似し ていただい

て、皆様が自社に戻った際にはこ の人材育成で学び経験し てき たこ

と を伝えていただければと 思いま す。ぜひこ の研修を楽し んで学ん

でいただければと 思いま す。 よ ろし く お願いいたし ま す。  

「 改善実行の推進について」  

 

講義内容「 改善実行の推進について」  

 

沖縄のロ ジス ティ ク ス 人材を育てる 意気

込みで皆さ んには頑張っても ら いたい。  

こ の研修では改善を実行する 為にはどの

よ う にし たら 良いのかをグループディ ス

カッ ショ ンで行っていただき 、 利益目標

に向けてのコ ス ト 管理を経費項目を俯瞰

し 改善を実行でき る よ う に皆さ んには期

待し ていま す。  

開会あいさつ 新垣直人 代表理事 

講義 雨宮路夫 理事 



 

 

琉球通運（ 株） 小橋川氏、 NEC ソ リ ュ ーショ ンイ ノ ベータ 国吉氏によ る 講義と 研修生と の質疑応答 

グループワ ーク の様子。 チームリ ーダーが限ら れた時間の中で役割分担をし 、 それぞれ意見を出し あ

い相談し ながら 最重要実行施策を実行する 為の企画書（ ワ ーク シート を） ま と め上げていき ま す。  

プレ ゼンテーショ ンの作戦も 練り 、 チームワ ーク が求めら れる 研修です。  

研修テーマ「コンテナGPS 効率管理」についての発表 

グループワーク：1 チーム 4 名で改善施策を決め、実行ワークシートを作成します） 



 

 

 

 

 

 

 

A、 B チーム講評 

A チーム B チーム共に最重要実行施策を実行する 為の

実行企画案の流れが明確で非常に分かり やすかっ た。  

双方共にワ ーク シート も 全て記入さ れており 、プレ ゼン

テーショ ンの発表も 素晴ら し かった。初回の研修にも か

かわら ず両チーム の出来栄えに驚いていま す。 判定は

KPI 目標設定ま で立てら れていた B チームに分があり

ま し た。  

C,D チーム講評 

C チームは「 何をし たら 物流付加価値をつける こ と ができ る のか」 の説明が弱く 、 実行企画案から 最

重要施策を実行する ためのつながり が見えなかったので、 明確にし て欲し かったです。 D チームも 同

様に「 何をし たら 収益の改善につながる のか」 がぼやけてし ま っている よ う に感じ ま し た。判定と し て

はプレ ゼンテーショ ン、 質疑応答について優劣をつけ難いのですが、 ワ ーク シート の記入が最後ま で

でき ていた C チームに分があり ま し た。  

Aチーム対 Bチームのプレゼンテーション（各５分）、質疑応答（１０分） 

宮城理事によるプレゼンテーション、質疑応答に対する講評 

プレ ゼンテーショ ン後に相手チームに対し て 30 秒で質問、 30 秒で回答をこ なす訓練。  



 

 

 

ワ ーク は 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

雨宮理事による研修の総評及び総括 

 

第二期の初日と し ては資料作成の出来が良かったと  

思いま す。 研修は個人で行う のではなく ディ ス カッ  

ショ ンをし てチームの意見をま と める こ と にウ エイ ト  

を置き ま し た。 そし てリ ーダーにはチームをま と める  

役割をし ていただき ま し た。 リ ーダーが勝ちにこ だわ 

る こ と も 必要です。  

次回はチーム対抗のディ ベート を行いま す。  

意識し てほし いのはプレゼンテーショ ンは５ 分間で終える こ と 。そし て自分達の主義主張と 相手の主

義主張を聞き 、 30 秒で話をま と めて質問と 回答を行う 訓練を行っていただき ま し た。  

改善効果を金額と し て明確にし た D チームを評価し ていま す。 会社と し て営業利益にこ だわって

言える こ と はと ても 大切なこ と です。  

 

研修の内容を振り 返る と 、 ま ず企画案の４ つから 改善施策を１ つに絞る こ と が大切です。  

・ 実行施策を実行し て結果を出すためにはどんなプロ セス が必要である のかを考える  

・ 現場改善は問題点を深堀し （ なぜなぜを５ 回繰り 返す） 真因を的確に見つける と いう こ と  

・ 真因をどう する のかを考える 。  

・ 数値を入れる こ と よ って目標が設定ができ やすく なる 。  

・ 18 か月の中で継続し てでき る 標準化を作っていける か。  

など、 様々な考え方をこ の研修で学び、 取り 組み、 ワ ーク シート を作成する こ と は皆さ んが今後業務

をする にあたり 、 計画を練っていつま でにゴールにたどり 着ける かを養っていただき たく こ の研修を

行っていま す。そし て、CSR、 ESG や SDGs を知っていただく こ と も こ れから の企業活動を行う 為に

は大切です。 次回の研修は「 デジタ コ 」 を使った現場改善をテーマにし ま すので、 第２ 回も よ ろし く

お願いいたし ま す。  

 


